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福
島
県
森
林
組
合
連
合
会
の
運
営
に
当
た
り
、
平
素
よ
り
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
六
月
九
日
に
は
、
い
わ
き
市
で
「
第
四
七
回
全
国
林
業
後
継
者
大
会
」、
翌
十
日

に
は
、
南
相
馬
市
に
お
い
て
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
て
「
第
六
九
回
全
国
植
樹
祭
」

が
開
催
さ
れ
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
力
強
く
歩
む
本
県
の
姿
と
ご
支
援
へ
の
感

謝
を
発
信
し
、
本
県
の
森
林
・
林
業
の
再
興
の
更
な
る
進
展
の
大
き
な
契
機
と
な
る
も
の

と
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
森
林
林
業
を
巡
る
状
況
は
、
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
森
林
組
合
系
統
が
森
林
整
備
の
財
源
と
し
て
要
望
し
て
き
た
「
森
林
環
境
税

（
仮
称
）」
の
創
設
が
、
昨
年
の
与
党
税
制
調
査
会
に
お
い
て
、
平
成
三
六
年
度
か
ら
実
施

す
る
こ
と
が
答
申
さ
れ
、
今
後
関
係
法
令
が
整
備
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
平
成
三
一
年
度
か
ら
は
「
森
林
環
境
譲
与
税
（
仮
称
）」
と
し
て
国

が
借
り
入
れ
を
し
て
、
県
・
市
町
村
に
交
付
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
森
林
経
営
管
理
法
が
制
定
さ
れ
、
森
林
所
有
者
に
適
切
な
森
林
管
理
を

促
す
た
め
に
森
林
管
理
の
責
務
を
明
確
化
す
る
こ
と
や
、
市
町
村
が
森
林
管
理
の
委
託
を

受
け
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者
に
再
委
託
す
る
な
ど
の
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ

ム
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
新
た
な
動
き
の
特
徴
は
、
市
町
村
が
主
体
と
な
っ
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
で
あ

り
ま
す
が
、
森
林
組
合
は
、
地
域
の
森
林
林
業
に
精
通
し
て
お
り
、
職
員
は
森
林
林
業
に

関
す
る
知
識
や
技
術
力
と
林
業
に
関
す
る
企
画
力
を
有
す
る
技
術
者
集
団
で
あ
り
ま
す
の

で
、
今
後
、
新
た
な
森
林
林
業
の
展
開
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

東
京
電
力
の
原
発
事
故
発
生
か
ら
八
年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
今
な
お
多
く
の
森
林
組

合
員
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
避
難
指
示
区
域
の
解
除
が
進

む
中
、
森
林
へ
の
立
ち
入
り
が
制
限
さ
れ
る
区
域
が
あ
る
他
、
阿
武
隈
山
系
を
中
心
に
県

内
一
円
で
し
い
た
け
原
木
の
生
産
が
困
難
で
あ
る
こ
と
や
、
加
え
て
県
内
の
大
部
分
の
市

町
村
で
野
生
き
の
こ
出
荷
が
制
限
さ
れ
て
い
る
な
ど
原
発
事
故
に
伴
う
放
射
性
物
質
の
影

響
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
「
復
興
・
創
生
期
間
」
も
折
り
返
し
と
な
る
三
年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、

震
災
・
原
発
事
故
後
ま
だ
ま
だ
解
決
で
き
な
い
森
林
整
備
等
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
復
興
・

創
生
期
間
後
も
継
続
し
て
取
組
み
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
関
係
機
関
と
連
携
の
も
と
森
林

組
合
が
一
丸
と
な
っ
て
ふ
く
し
ま
森
林
・
林
業
の
再
生
を
成
し
遂
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新たな森林経営管理に向けて

福島県森林組合連合会　　　　　　　　
代表理事会長　秋　元　公　夫
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　「第69回全国植樹祭ふくしま2018」は、国内外から多くの
招待者を招き、植樹活動や式典行事、様々なアトラクション
を通して、福島の森林林業の再生や、これまでに頂いたご支
援への感謝の気持ちと、復興に向かって強く歩み続ける姿を
広く発信する大会でした。
　全国植樹祭の開催を契機に高まりました県民の皆様の森

も　り

林
づくりへの意識を一過性にすることなく、開催理念を引き継
ぐ「ふくしま植樹祭」を今年から開催するため、８月31日に
福島県や県内森林林業関係団体などにより構成するふくしま
植樹祭実行委員会を立ち上げました。
　この植樹祭では、ふるさと再生への思いを込めた植樹活動
等を行い、未来へつなぐ希望の森

も　り

林づくりを発展させていく
ことを目的に、県内外から多くの方々に、来て、見て、福島
の元気な姿を実感していただき、復興支援への感謝の気持ち
を発信するとともに、福島への応援と共感の輪を広げてまい
ります。
　第１回目となる今年の植樹祭は、平成30年11月４日（日）
に、南相馬市鹿島区北海老地内の海岸防災林で開催します。

　海岸防災林の主要樹種であるクロマツの植樹・育樹や、地元在来種のタブノキ、スダジイなど広葉樹の植
樹活動により、いのちを守る防災林づくりに取り組んでいただくとともに、会場内において、地元農林水産
物の販売や、木工・薪割り体験などの楽しいイベントを用意しております。
　さらに、今回の植樹祭には、歌舞伎俳優の市川海老蔵さんが、福島の復興を応援するために参加されます。
海老蔵さんは、平成26年度から志賀高原の閉鎖したスキー場を森林に戻すための植樹活動、『信州・志賀高
原から始まる市川海老蔵「いのちを守る森」づくり＝ABMORI』に取り組まれており、人と森との関わり
を創出し、広く森の再生を呼びかけられております。
　多数の参加をお待ちしております。
　参加の申し込みの期限は、10月20日㈯までで、3,000名の定員に達し次第、締切とさせていただきますので、
お早めにお申し込みください。

「第１回ふくしま植樹祭～A
エ　ビ　モ　リ

BMORI～」を開催します
公益社団法人　福島県森林・林業・緑化協会

○申込み方法
　〈インターネットからの申込み〉
　　アドレスは、
　　https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36055d/
　　福島県ホームページ（森林保全課）からリンクできます。
　〈ファクスからの申込み〉
　　第１回ふくしま植樹祭チラシ裏面の参加申込書に必要事項を記入のうえ、
　　FAX 024－991－4741に送信できます。

○申込み問い合わせ先
　ふくしま植樹祭実行委員会事務局　TEL 024－933－9666
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【
は
じ
め
に
】

　

福
島
県
の
特
用
林
産
物
と
い
え
ば
、
会

津
桐
が
有
名
で
す
。

　

近
年
、
時
代
の
変
化
等
に
よ
り
桐
離
れ

が
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
桐
は
や
は
り
会

津
桐
と
い
う
声
が
全
国
ど
こ
で
も
聞
か
れ

る
、
国
産
桐
材
の
№
１
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。

十
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
箪
笥

や
下
駄
、
琴
の
材
料
と
し
て
全
国
に
流
通

し
、
一
世
を
風
靡
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
最
近
の
需
要
の
変
化
で
、
下
駄
は
履

か
な
く
な
り
、
嫁
入
り
に
桐
箪
笥
と
い
う

話
も
聞
か
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
か
つ
て

は
女
性
の
嗜
み
と
さ
れ
て
い
た
琴
も
、

め
っ
き
り
見
か
け
な
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

会
津
の
桐
産
地
に
つ
い
て
は
、
桐
生
産

者
の
生
活
様
式
や
労
働
環
境
の
変
化
に
よ

り
、
桐
の
保
育
管
理
に
関
す
る
状
況
が
変

化
し
て
い
っ
た
一
方
で
、
桐
材
の
高
騰
等

に
伴
う
過
度
の
植
栽
（
不
適
地
へ
の
植
栽

も
含
む
。）
や
、
病
原
菌
を
も
っ
た
苗
の

流
通
等
に
よ
り
胴
枯
れ
病
や
テ
ン
グ
ス
病

の
拡
大
が
お
こ
り
ま
し
た
。
手
入
れ
の
大

変
さ
も
あ
い
ま
っ
て
キ
リ
植
栽
と
い
う
文

化
は
放
棄
さ
れ
、
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
元
々
の
桐
産
地
で
は
「
キ
リ

は
と
に
か
く
め
ん
ど
く
さ
い
。」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
強
く
あ
る
よ
う
で
す
。
福
島

県
を
は
じ
め
ど
こ
の
産
地
で
も
ほ
と
ん
ど

植
え
ら
れ
な
く
な
り
、
南
部
桐
を
は
じ
め

ど
こ
の
産
地
で
も
、
国
産
桐
は
レ
ッ
ド

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に
載
り
そ
う
な
ほ
ど
蓄
積

が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
桐
流
通
業
者
も

一
時
期
の
隆
盛
は
な
く
な
り
、
残
っ
て
い

る
数
も
わ
ず
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。
も
は

や
、
国
産
桐
に
将
来
は
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
い
い
え
、
実
は
国
産
桐
需
要
は
無
く

な
っ
て
い
な
い
の
で
す
。
現
行
の
キ
リ
研

究
課
題
の
中
で
、
流
通
や
将
来
性
も
併
せ

て
調
査
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
結
果
、
一

部
の
高
級
品
の
需
要
は
底
堅
く
、
箱
材
や

新
規
用
途
等
で
現
場
で
は
キ
リ
材
不
足
の

状
況
な
の
で
す
。
会
津
桐
も
伐
採
で
き
る

キ
リ
が
あ
れ
ば
、
い
く
ら
で
も
売
れ
る
状

態
な
の
で
す
。
全
国
的
に
蓄
積
不
足
で
あ

る
う
え
に
、
近
年
は
植
栽
が
ほ
と
ん
ど
な

く
、
い
く
ら
キ
リ
の
伐
期
が
早
い
と
は
い

え
、
そ
う
簡
単
に
は
供
給
不
足
が
解
消
さ

れ
な
い
こ
と
が
国
産
桐
を
取
り
巻
く
大
き

な
問
題
で
す
。

　
「
そ
う
だ
、
キ
リ
を
植
え
よ
う
」。

　

キ
リ
を
植
え
る
と
「
病
気
が
心
配
」「
後

の
手
入
れ
が
大
変
」
と
か
よ
く
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
解
決
す
る
の
が
福
島
県

林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
が
開
発
し
た
「
玉
植

苗
」
と
「
栽
培
の
省
力
化
」
な
の
で
す
。
土

壌
や
根
系
由
来
の
病
気
を
持
た
ず
、
植
栽

時
の
雪
囲
い
や
獣
害
予
防
が
不
要
で
一
年

目
に
三
～
四
㍍
の
成
長
が
見
込
め
る
ま
す
。

　

新
技
術
に
よ
る
苗
木
を
使
っ
て
植
栽
を

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
植
栽
放
棄
地
や
一

部
の
ス
ギ
伐
採
跡
地
に
最
適
で
す
。
最
低

限
の
手
入
れ
で
「
三
〇
年
後
に
一
本
五
万

円
」。
キ
リ
で
夢
を
見
ま
し
ょ
う
。

【
玉
植
苗
の
開
発
に
関
す
る
研
究
】

　

無
機
質
資
材
を
使
い
、
ハ
ウ
ス
で
施
設

栽
培
さ
れ
た
特
殊
な
ポ
ッ
ト
苗
を
ポ
ッ
ト

の
ま
ま
台
切
り
し
、
そ
の
後
に
植
栽
す
る

形
式
の
苗
木
で
す
。
い
わ
ゆ
る
幹
や
枝
が

な
い
根
系
の
み
の
苗
な
の
で
、
運
搬
に
便

利
で
、
植
え
付
け
後
に
地
上
部
が
な
い
た

め
、
支
柱
も
、
雪
囲
い
も
、
野
兎
野
鼠
避

け
の
仕
掛
け
も
不
要
で
す
。
適
地
と
そ
の

後
の
適
切
な
管
理
さ
え
行
え
ば
、
確
実
な

成
長
が
見
込
め
る
「It's so cool.

」
な

苗
と
い
え
ま
す
。

【
栽
培
の
省
力
化
に
関
す
る
研
究
】

　

栽
培
の
省
力
化
と
し
て
、
次
の
四
点
に

つ
い
て
現
在
研
究
中
で
す
が
、
今
回
は
玉

植
苗
を
中
心
に
説
明
し
ま
す
。

１　

玉
植
苗
と
植
栽
の
機
械
化
に
よ
る
省

力
化

　

・
玉
植
苗
の
開
発

　

・
植
栽
作
業
の
機
械
化
と
植
栽
方
法
の

検
討

２　

下
刈
り
の
省
力
化

　

・
有
効
な
マ
ル
チ
ン
グ
の
種
類
と
方
法

３　

薬
剤
散
布
の
省
力
化

　

・
樹
幹
塗
布
薬
剤
の
検
証
と
獣
害
忌
避

効
果

４　

桐
材
用
途
の
変
化
に
対
応
し
た
育
成

管
理

　

・
求
め
ら
れ
る
会
津
桐
の
規
格
や
品
質

福島県林業研究センター
林産資源部　手代木　徳　弘

キリ植栽風景

林業研究センターだより

「福島といえば桐だよね
そうだ、キリを植えよう」

玉植苗
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苗
を
作
成
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
し
、
桐

一
筋
に
生
き
て
こ
ら
れ
た
名
人
の
方
の
要

望
に
も
お
答
え
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

「
福
島
と
い
え
ば
桐
だ
よ
ね　

そ
う
だ
、

キ
リ
を
植
え
よ
う
」。

の
調
査

　

・
過
去
の
桐
名
人
達
の
技
と
思
想
の
聞

き
取
り
調
査

【
研
究
内
容
と
結
果
】

［
試
験
方
法
］

・
平
成
二
八
年
度
に
作
製
し
た
玉
植
苗

（
四
〇
㌢
㍍
ポ
ッ
ト
）
を
平
成
二
九
年

四
月
に
場
内
圃
場
に
定
植
し
た
。

・
過
去
に
定
植
し
、
台
切
を
行
っ
た
も
の

と
併
せ
、
次
の
三
種
類
の
実
生
苗
に
関

し
、
平
成
二
九
年
十
一
月
に
定
植
後
一

成
長
期
の
樹
高
を
調
査
し
た
。

　

ア　

玉
植
苗
：
平
成
二
九
年
四
月
定
植

（
ｎ
＝
15
）

　

イ　

一
回
台
切
（
ポ
ッ
ト
苗
）
平
成
二

八
年
六
月
定
植
、
平
成
二
九
年
三
月

台
切
（
ｎ
＝
11
）

　

ウ　

二
回
台
切
（
ポ
ッ
ト
苗
）
平
成
二

七
年
六
月
定
植
、
平
成
二
八
年
三

月
、
平
成
二
九
年
三
月
台
切
（
ｎ
＝

24
）

・
バ
ッ
ク
ホ
ー
を
使
用
し
た
春
植
え
で
、

堆
肥
・
鶏
糞
各
五
〇
㌔
㌘
／
本
を
基
肥

と
し
た
。

［
結
果
］

・
植
栽
一
年
目
に
お
け
る
玉
植
苗
の
成
長

は
、
現
地
で
一
般
的
な
施
業
で
あ
る
一

回
台
切
と
同
等
で
あ
っ
た
。
な
お
、
二

回
台
切
は
ば
ら
つ
き
の
大
き
い
結
果
と

な
っ
た
（
図
１
）。

・
玉
植
苗
は
、
幹
曲
が
少
な
く
、
皮
目
が

き
れ
い
で
あ
る
（
目
視
）。

【
終
わ
り
に
】

　

桐
植
栽
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず

始
め
に
苗
木
生
産
を
行
う
事
業
者
さ
ん
の

育
成
が
重
要
で
す
。
今
期
の
研
究
も
終
盤

に
入
り
、
玉
植
苗
作
成
か
ら
植
栽
ま
で
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
書
き
き
れ
な
い
技

Ｈ29. ４. ５植栽玉植苗　Ｈ29. ５.30現在

玉植苗植栽状況

植栽後１年　右玉植苗、左２年生台切り

ハウス内での育苗風景

図１　玉植苗と代キリ苗の植栽後７ヶ月目
　　　（１成長期間）の樹高比較

ハウス内での育苗風景

- 3 -

図１ 玉植苗と代キリ苗の植栽後７ヶ月目（１成長期間）の樹高比較
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や
管
理
の
肝
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
今
後
は
、
玉
植
苗
に
関
す
る
技
術
移

転
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
が
、
で
き

る
限
り
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
ツ
ボ
を
押
さ
え
れ
ば
、
初
め
て

の
方
で
も
最
小
限
の
施
設
で
簡
単
に
玉
植

樹　

高
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　東北・北海道ブロック林業グループコンクールが北海道茅部郡森町「グリーンピア大沼」を会場として、
８月27日から28日にかけて開催されました。
　本県からは、県林研グループ連絡協議会会長の豊田新一氏と発表を行う伊達市の「やまもり会＠霊山」の
玉手孝行さん、佐藤悦美さんが参加しました。
　初日は、林業グループコンクールや講演会が行われました。
　コンクールでは、各道県から７件の事例発表があり、「やまもり会＠霊山」は５番目に発表を行いました。

　発表内容は、平成28年２月に創設された当会が「やまもり
で晩酌を！」をコンセプトに取り組んできた活動報告です。
当会で実施してきた美しい里山をつくる里山林整美（備）プ
ロジェクトや林業女子の参加、間伐材・廃材の資源化・有効
活用、体験できる場と機会の提供という４つの活動事例を紹
介し、「市民主体の活動」や「地域おこし」を念頭に置いたう
えで、地域に小さな“生業”を創出し「稼ぎ」を生み出す活
動が、未来への可能性を拡大する生業（ナリワイ）につながっ
ていくという活動理念を発表しました。

　各道県の発表終了後に、「森と川と海のつながり」と題して地方独立行政法人北海道立総合研究機構森林
研究本部林業試験場の長坂研究主幹の講演があり、続けて、各団体の発表に対する審査報告及び講評、表彰
が行われました。第１位として全国林業グループコンクールに推薦が決まったのは、宮城県の仙南フォレス
トクラブで、地元農林高校の林業カリキュラムを体験型へと変更し、卒業生の林業事業体への就業が増えた
事例が評価されました。
　やまもり会＠霊山については、「若いチームで元気がある。地域の悩みを聞き、楽しく取り組んでいるこ
とが面白い。」という講評をいただきました。
　２日目は現地視察が行われました。１箇所目は、森町林業グループが行っている木材を利用した環境の保
全についての活動を視察しました。森町林業グループは、平成11年より木炭を詰めたコンテナを小川に入れ
て水質浄化に取り組んでおります。
　２箇所目は、地域の中核的な製材工場を視察しました。当工場は製材・加工・プレカット、集成材生産を
行う大規模な工場で、福島では珍しいトドマツの製材状況を見ることができました。
　最後に視察した80年生のスギの長伐期林分では、指導林家である所有者の方から、森林への想いやこれま
での施業の内容について詳しく説明を受けることができ、活発な意見が交わされました。
　今回、北海道という福島とは自然条件の異なる地域の視察であったため、非常に学ぶことの多い視察とな
りました。

やまもり会＠霊山による発表状況

東北・北海道ブロック
平成30年度林業グループコンクールに参加して

～やまもり会＠霊山（伊達市）が発表を行いました～
福島県県北農林事務所　彌勒地　浩　太

木炭を使用した水質浄化の取組 地域材製材工場 スギ長伐期施業林分の視察状況
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１．はじめに
　浅川町では、少子化や多様化する保育ニーズへの対
応、老朽化した施設への不安を解消するため、町内の保
育所・幼稚園を統合し、幼保一体化施設としてあさかわ
こども園を建設しました。こども園は、０歳児から２歳
児までの保育部と３歳児から５歳児までの幼稚部からな
り、充実した保育及び教育施設としての機能の他に、多
目的ホールや交流スペースも併設されており、町の子育
て支援施設として位置付けられています。
　また、平成31年度から３つの小学校が統合され、こど
も園、小学校、中学校が各１校となり、それぞれが連携
しながら、子育て支援や教育の一層の充実を図っていき
ます。

２．建築概要
　・建築名称　浅川町立あさかわこども園
　・発 注 者　浅川町長
　・所 在 地　石川郡浅川町大字簑輪字坂前137番地
　・開　　園　平成30年４月１日
　・規　　模　最大収容可能人数：保育部72名　幼稚部160名　計232名
　　　　　　　構　　造：木造平家建て
　　　　　　　敷地面積：13,821㎡
　　　　　　　延床面積： 2,429㎡
　・内部概要　床（廊下）：杉厚物張り　ｔ＝30mm
　　　　　　　腰　　壁：杉板張り　　ｔ＝12mm
　・空　　調　冷 暖 房：パッケージ型エアコン（各室）
　　　　　　　暖　　房：床下暖房（灯油）

３．木材の利用
　こども園の建設に当たり、浅川町幼保一体化施設整備基本計画に沿った
「木のぬくもりや自然を感じられるフレキシブルな屋内空間」「子どもがの
びのび遊べる広さと自然あふれる屋外空間」の建設を進めるため、構造は
木造とし、その建築資材については、できる限り県産材を活用することと
しました。廊下の柱には唐松集成材の丸太材を使用し、廊下の床は杉材の
フローリング、天井の一部分には、木材での在来構造で強度を確保し、高
くて広い空間となっています。

４．おわりに
　当町では、木質材料を積極的
に活用し、身近に木の存在を感
じることにより、森林環境保全
の意識の醸成と環境にやさしい
省エネルギーを図っています。

浅川町立あさかわこども園
【浅川町学校教育課】

全　景

多目的ホール２

廊下（職員室→幼稚部）園舎外観（中央）

教室（ひよこ）

廊下（保育部）
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福
島
県
林
業
会
議
は
、
森
林
の
有
す
る

多
面
的
機
能
と
林
業
の
持
続
的
か
つ
健
全

な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立

し
、
林
業
関
係
十
団
体
で
構
成
し
て
い
ま

す
。

　

九
月
三
日
、
平
成
三
一
年
度
福
島
県
予

算
編
成
に
対
す
る
県
議
会
各
会
派
に
よ
る

要
望
聴
取
会
が
開
催
さ
れ
、
当
会
議
で
は

「
森
林
・
林
業
の
再
生
な
く
し
て
福
島
県

の
復
興
は
な
い
。」
と
の
強
い
思
い
か
ら
、

復
興
の
加
速
化
を

図
り
、
森
林
を
将

来
の
世
代
に
健
全

な
姿
で
引
き
継
い

で
い
け
る
よ
う
、

表
に
掲
げ
る
一
〇

項
目
を
要
望
し
ま

し
た
。

　

県
議
会
各
会
派

か
ら
は
「
要
望
事

項
は
し
っ
か
り
受

け
止
め
た
。
実
現

で
き
る
よ
う
努
力

す
る
。」
と
の
力

強
い
回
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

福島県議会県民連合議員会

日本共産党福島県議会議員団

公明党福島県議会議員団

平
成
三
一
年
度

福
島
県
予
算
編
成
に
対
す
る
要
望
聴
取
会

福
島
県
林
業
会
議

自由民主党福島県議会議員会

１　第69回全国植樹祭及び第47回全国林業後継者大会の成果継承

　・ふくしま植樹祭の開催支援
　・植樹祭式典会場跡地の活用、大会記念品展示施設の整備	 など

２　避難指示区域等の森林管理の具体的取組の推進

　・里山再生モデル事業の促進とその成果の県内全域への拡大
　・放射性物質拡散抑制対策、森林機能維持のための制度創設	 など

３　林業担い手及び林業事業体の確保・育成

　・林業大学校等の早期設置
　・森林経営管理法を踏まえた林業事業体の育成・強化	 など

４　森林整備の促進と新たな森林管理システムの運用に向けた支援

　・ふくしま森林再生事業の継続と中長期的な予算の確保
　・再造林促進のための支援制度の拡充、優良苗木の確保と安定供給
　・新たな森林管理システム創設に伴う市町村支援	 など

５　県産材の安定供給体制の確立

　・主伐・再造林への支援による素材生産量の増大
　・バイオマス資源としてのチップ用材の安定供給	 など

６　県産材の需要拡大

　・県有施設の木造・木質化を推進、加工・流通施設の整備支援
　・森林認証取得の支援、認証森林から生産される木材の需要拡大	 など

７　きのこ類の生産振興

　・県農産物安全認証制度の取得支援
　・県オリジナル品種の産地化推進	 など

８　海岸防災林の再生

　・保育管理の予算確保、地域住民や森林づくり活動団体等の参画支援
　・工事発注の平準化、工事資材への地域木材の活用	 など

９　治山施設の整備

　・山地災害危険地区に対する効果的な防災・減災対策の推進
　・小規模な山地災害等箇所での早急な復旧の推進	 など

10　復興・創生期間終了後の森林林業の再生への取組の継続

　・ふくしま森林再生事業など森林整備事業の継続実施
　・山菜・野生きのこのモニタリング、出荷制限解除に向けた取組の継続
　・安全なきのこ原木等供給事業の継続実施、広葉樹林の伐採、更新の継続支援
　・県産材の樹皮処理対策や放射能検査の継続支援	 など

【平成31年度福島県予算編成に対する要望事項】
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　いわき地区の民有林面積は、58,039haで、このうち人の手を加える必要のある人工林の面積は33,039haで
す。人の手を加える必要のある人工林率は56.9％で、県平均の36.7％を大きく上回っています。
　このような状況の中、管内の林業事業体等は新規雇用者の確保に努めているところですが、労働力の不足
が慢性化しており、地域の活性化と森林再生のためには、林業の担い手確保は喫緊の課題となっています。
　平成28年度から始まった緑の青年就業推進事業（高校生林業見学会）は、林業分野への新規就業者の確保
に向け、高校生や高校教諭を対象とした見学、作業内容の体験を実施し、林業に対する興味や関心を高め、
若年層の就業促進を図ることを目的としています。
　今回、緑の青年就業推進事業を行った福島県立遠野高等学校は、林業業界への就業者の多い学校で、高校
生に林業や木材産業の魅力を伝えることができれば林業関係への就業につながる学校の一つであり、平成29
年度から林業見学会に向けた打合せを行っています。教頭先生や進路指導の先生と事業の話を進める中で、
授業で実施するのであれば、カリキュラムの都合上、午前もしくは午後の半日単位で実施して欲しいこと、
生徒に興味を持たせるために体験活動の時間を含めることを考えて欲しいとの要望がありました。
　そこで、時間的な制約や生徒の体験活動を考慮し、今年度は、農事組合法人いわき菌床椎茸組合のしいた
け生産現場の見学、しいたけの収穫およびパック詰作業の体験を行うとともに、森林整備や木材加工等の林
業の仕事についての話を行う体験学習を企画し、平成30年９月11日に遠野高等学校普通科（商業選択）３年
生の19名を対象に実施しました。
　同組合の渡部理事から特産品「いわきゴールドしいたけ」の栽培などについて説明を受けた後、生徒は職
員の案内で施設の見学やしいたけの収穫体験、パック詰体験を行いました。生徒たちは、菌床からしいたけ
が発生しているところを見るのは初めてとのことで、職員の説明を聞きながら一つ一つ丁寧にしいたけを収
穫していました。また、クリーン度の高い包装施設では、やや緊張した面持ちできのこの傘の大きさや重量
を確認しながらパック詰体験を行いました。普段は引っ込み思案で質問等をしない生徒たちが、笑顔を交え
ながら職員に質問している状況を見て、引率の先生が改めて体験活動は重要だと話していました。
　来年度も継続して事業を実施してもらいたいと高校からの要望があったことや、生徒からもチェーンソー
や下刈り機に実際に触れてみたいとの話もあり、制約される時間や安全対策を考えながら、今年度実施でき
なかった伐採現場や製材所等をフィールドに加え、どのようなメニューであれば生徒たちに関心を持っても
らえるのかなど、林業関係へ就業してもらうことを念頭においた活動を実施したいと考えています。

林業担い手の確保に向けた取組
について

普及指導員通信

　いわき農林事務所
林業普及指導員　古　川　成　治

しいたけの収穫体験 しいたけのパック詰体験
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団体のページ
　

当
署
管
内
に
お
け
る
国
民
参
加
の
森
づ

く
り
に
よ
る
森
林
整
備
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

西
郷
村
の
赤
面
山
国
有
林
に
所
在
す
る

ス
キ
ー
場
は
、
財
政
破
綻
を
し
て
平
成
十

二
年
か
ら
営
業
を
中
止
。
そ
の
後
原
状
回

復
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
、
法
的
な
問
題
も

あ
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
間
ゲ
レ
ン
デ
か
ら
は
土
砂
が
流
出

し
、
荒
廃
し
た
景
観
や
損
な
わ
れ
た
保
全

機
能
に
対
し
て
心
配
す
る
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
う
い
っ
た
状
況
の
中
、
今
般
の
植
生

回
復
に
つ
い
て
の
気
運
の
高
ま
り
、
国
土

保
全
や
緑
化
推
進
に
資
す
る
こ
と
か
ら
、

国
民
参
加
の
森
づ
く
り
事
業
を
活
用
し
た

「
ふ
れ
あ
い
の
森
」
を
平
成
二
七
年
三
月

三
一
日
に
「
赤
面
山
を
緑
に
す
る
会
」
と

協
定
を
締
結
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

植
樹
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
「
赤
面
山
を
緑
に
す
る
会
」
は
、
地
域

の
山
岳
会
や
環
境
団
体
、
企
業
な
ど
が
会

員
と
な
り
組
織
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
で
、
協
力
団
体
と
し
て
、
環
境
省
日
光

国
立
公
園
那
須
管
理
官
事
務
所
・
西
郷
村
・

（
独
）那
須
甲
子
少
年
自
然
の
家
と
共
に
当

署
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
「
会
」
で
は
、
荒
廃
し
た
ゲ
レ
ン
デ
跡

地
に
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
・
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
等
の

広
葉
樹
を
植
樹
し
、
植
生
の
復
元
に
取
り

組
む
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
七
年
五
月
に
は
ミ
ズ
ナ
ラ
二
〇

〇
本
と
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
二
〇
〇
本
の
植
林
を

二
二
名
の
参
加
で
実
施
し
、
十
月
に
は
ブ

ナ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
・
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
・
ダ
ケ
カ

ン
バ
の
実
生
苗
の
採
取
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
年
五
月
に
は
ブ
ナ
一
五
〇
本

の
植
林
と
ス
ス
キ
五
〇
株
の
移
植
を
四
六

名
の
参
加
で
実
施
し
、
十
月
に
は
ヤ
シ
ャ

ブ
シ
、
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
及
び
ミ
ズ
ナ
ラ
の

種
の
採
取
や
西
郷
村
の
小
学
校
に
ミ
ズ
ナ

ラ
の
ド
ン
グ
リ
の
提
供
等
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

平
成
二
九
年
五
月
に
は
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
、

ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
、ブ
ナ
一
九
〇
本
の
植
林
、

ス
ス
キ
五
〇
株
の
移
植
を
三
三
名
参
加
し

実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
赤
面
山
山
開
き

で
、
山
の
現
状
と
会
の
Ｐ
Ｒ
と
共
に
参
加

者
に
苗
木
五
〇
本
の
荷
上
げ
を
依
頼
し
植

林
を
し
ま
し
た
。
九
月
に
は
ヤ
シ
ャ
ブ
シ

三
〇
本
を
試
験
的
に
秋
植
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
五
月
に
は
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
、
ヤ
マ
ハ
ン

ノ
キ
二
二
〇
本
を
三
〇
名
参
加
し
植
林
を

実
施
し
ま
し
た
。
赤
面
山
山
開
き
に
は
ヤ

シ
ャ
ブ
シ
、
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
一
四
〇
本
を
参

加
者
に
荷
上
げ
を
依
頼
し
植
林
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
植
栽
木
の
遺
伝
子
的
撹
乱
を

防
止
す
る
た
め
、
近
隣
の
林
分
か
ら
採
種

し
た
種
子
か
ら
育
て
た
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
や
ヤ

マ
ハ
ン
ノ
キ
等
の
苗
を
植
林
し
、
赤
面
山

が
元
の
緑
豊
か
な
山
に
な
る
よ
う
活
動
し

て
行
く
予
定
で
す
。

「国民参加の
森づくりによる
森林整備について」

森林管理署メモ

福島森林管理署
白河支署

森林土木指導官
　梁　取　弘　和

スキー場跡地の遠景

植林活動

植林前の状況

平成30年に植林したヤマハンノキ等の状況
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木連だより

福島県木材協同組合連合会

木造建築普及促進
セミナー

　

県
木
連
が
後
援
し
て
い
る
「
第
三

回
木
造
建
築
普
及
促
進
セ
ミ
ナ
ー
」

が
平
成
三
〇
年
八
月
二
四
日
、
福
島

市
の
福
島
県
建
設
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
建
築
士
な
ど
約
五
〇
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
大
分
県
の

日
田
木
材
協
同
組
合　

理
事
長　

瀬

戸
亨
一
郎
氏
に
よ
る
「
意
外
と
遠
い

建
築
業
界
と
木
材
産
業
―
建
築
業
界

の
常
識
と
木
材
業
界
の
非
常
識
―
」

と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

瀬
戸
氏
は
、
今
の
建
築
ト
レ
ン
ド

は
木
造
ビ
ル
で
、
欧
米
で
は
す
で
に

こ
の
ト
レ
ン
ド
が
来
て
い
る
こ
と
、

再
生
可
能
な
木
材
の
積
極
的
利
用
が

地
球
温
暖
化
対
策
の
切
り
札
で
あ
り

木
材
が
未
来
を
担
う
材
料
で
あ
る
こ

と
な
ど
を
説
明
す
る
と
共
に
、
設
計

の
自
由
度
や
地
域
経
済
へ
の
貢
献
度

な
ど
の
木
造
建
築
の
良
さ
と
木
材
強

度
の
異
方
性
、
含
水
率
と
収
縮
な
ど

木
の
材
料
と
し
て
の
特
性
を
解
説

し
、
木
材
を
構
造
材
で
使
っ
て
も
ら

・
セ
ミ
ナ
ー
の
概
要

第
一
回　

六
月
十
一
日

　

①
林
業
・
木
材
産
業
の
現
状

　

②
木
質
材
料
の
知
識

第
二
回　

七
月
十
一
日

　

現
在
建
築
に
お
け
る
木
材
の
デ
ザ
イ
ン

か
ら
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
木
造
建
築
へ

第
三
回　

八
月
二
四
日

　

①
木
材
製
品
の
発
注
に
お
い
て
注
意
す

る
こ
と

　

②
Ｊ
Ａ
Ｓ
材
を
手
に
入
れ
る
の
は

第
四
回　

九
月
十
三
日

　

①
木
質
材
料
と
構
法
か
ら
考
え
る
木
造

建
築
物

　

②
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
考
え
方

第
五
回　

十
月
十
六
日
㈫　

十
時
～

　

木
造
建
築
物
や
木
材
市
場
等
の
現
場
視
察

　

講
師
：
東
京
大
学
名
誉
教
授

�

　

安
藤
直
人 

氏

第
六
回　

十
一
月
八
日
㈭　

十
三
時
～

　

①
木
材
調
達
の
現
状
と
課
題

　
　
（
持
続
可
能
な
木
材
調
達
に
向
け
て
）

　

②
需
要
動
向
か
ら
見
た
今
後
の
木
材
利

用
の
展
開

　

講
師
：
筑
波
大
学　

生
命
循
環
系

�

准
教
授　

立
花　

敏 

氏

・
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
地
域
型
復
興
住
宅
推
進
協
議
会

　
（
事
務
局　

福
島
県
建
築
士
事
務
所
協
会
）

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
二
四
―
五
二
一
―
四
〇
三
三

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
二
四
―
五
二
一
―
五
〇
八
七

講師　日田木材協同組合　理事長　瀬戸亨一郎氏

う
に
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
が
必
須
条
件
で
あ
る
こ

と
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
建
築
士
の
皆
様
に
、
他
の
建

築
士
と
の
差
別
化
か
ら
も
木
造
建
築
設
計

が
で
き
る
建
築
士
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い

こ
と
、
木
は
奥
深
く
、
興
味
の
尽
き
な
い

材
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ぜ
ひ
木
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
瀬
戸
氏
が
手
が
け
た
木
造
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
大
型
公
共
建
築
物
の

建
築
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
木
材
建
築

促
進
の
た
め
の
対
策
と
し
て
、
規
模
に
応

じ
た
木
材
供
給
体
制
の
確
立
、
木
造
建
築

技
術
の
合
理
化
に
よ
る
建
築
コ
ス
ト
の
競

争
力
の
強
化
、
木
材
や
木
造
建
築
コ
ス
ト

情
報
提
供
体
制
の
確
立
が
必
要
な
こ
と
を

解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

我
々
製
材
業
界
に
は
、
製
材
工
場
の
課

題
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
決
め
ら
れ
て
品

質
・
規
格
の
製
品
を
一
定
量
、
自
動
的
に

供
給
す
る
こ
と
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
、
教
示
さ
れ
ま
し
た
。

木
材
建
築
普
及
促
進
セ
ミ
ナ
ー

　

木
材
や
木
質
材
料
の
基
礎
を
学
び
、
住

宅
性
能
向
上
の
設
計
ポ
イ
ン
ト
や
多
様
な

中
大
規
模
木
造
建
築
の
習
得
を
目
的
に
、

シ
リ
ー
ズ
（
月
一
回
程
度
で
全
六
回
）
で

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。

　

対
象
者
は
、
木
造
住
宅
設
計
や
中
大
規

模
の
木
造
建
築
物
を
手
が
け
る
こ
と
に
興

味
と
意
欲
の
あ
る
県
内
の
建
築
設
計
者
。
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君
の
椅
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
葛
尾
村
）

木
に
触
れ
て
豊
か
な
心
を
育
む
「
木
育
」
⑦

○
は
じ
め
に

　

葛
尾
村
は
、
平
成
二
八
年
六
月
十
二
日

に
、
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
及
び
居
住

制
限
区
域
が
解
除
さ
れ
、
多
く
の
地
域
で

居
住
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
村

は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
・
再
生

を
加
速
化
し
、
帰
還
・
定
住
で
き
る
環
境

の
整
備
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の

中
の
「
君
の
椅
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど

木
材
を
使
用
し
た
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

○
君
の
椅
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加

　

君
の
椅
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
向
こ

う
三
軒
両
隣
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、

子
ど
も
達
に
「
生
ま
れ
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
」、「
君
の
居
場
所
は
こ
こ
に
あ
る
か

ら
ね
」
と
の
思
い
を
込
め
て
木
製
の
椅
子

を
贈
る
取
組
で
、
平
成
十
八
年
に
北
海
道

で
始
ま
り
ま
し
た
。
贈
呈
す
る
椅
子
は
、

北
海
道
産
の
木
材
を
使
用
し
、
毎
年
デ
ザ

イ
ン
が
更
新
さ
れ
一
脚
ず
つ
手
作
り
で
制

作
さ
れ
ま
す
。
椅
子
の
裏
面
に
は
子
の
名

前
、
生
年
月
日
、
シ
リ
ア
ル
ナ
ン
バ
ー
が

刻
印
さ
れ
て
い
て
、「
世
界
に
一
つ
の
椅

子
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
理
念
に
共

鳴
し
、「
み
ん
な
で
子
ど
も
の
誕
生
を
祝

い
、
地
域
の
絆
を
取
り
戻
す
」
こ
と
を

願
っ
て
、
平
成
三
〇
年
四
月
十
三
日
に
本

県
で
は
初
め

て
（
全
国
で
は

七
番
目
）「
君

の
椅
子
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と

協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平

成
三
〇
年
六

月
十
六
日
に
は
、
本
年
一
月
以
降
に
生
ま

れ
た
新
生
児
三
名
に
、
初
め
て
「
君
の
椅

子
」
の
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。
贈
呈
を

受
け
た
村
民
か
ら
は
、「
皆
さ
ん
に
祝
っ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
わ
か
っ
て
、
優
し

い
子
ど
も
に
な
っ
て
欲
し
い
。」、「
木
の
温

も
り
が
感
じ
ら
れ
、
手
触
り
が
良
い
。」、

「
大
切
に
扱
い
、
長
い
間
使
用
し
て
い
き
た

い
。」
な
ど
の
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
後
、「
君
の
椅
子
」
の
贈
呈
に
当
た
っ

て
は
、
赤
ち
ゃ
ん
は
村
の
宝
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
村
民
を
代
表
し
て
村
長
又
は
副
村

長
が
直
接
手
渡
す
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

○
葛
尾
村
復
興
交
流
館「
あ
ぜ
り
あ
」の
開
所

　

村
が
、
全
村
避
難
か
ら
の
復
興
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
、
人
と
人
と
を
繋
ぎ
地
域
が

活
気
づ
く
拠
点
施
設
と
し
て
整
備
を
進
め

て
き
た
復
興
交
流
館
「
あ
ぜ
り
あ
」
が
、

平
成
三
〇
年
六
月
十
六
日
に
開
所
し
ま
し

た
。「
あ
ぜ
り
あ
」
の
愛
称
は
、
村
の
花

ツ
ツ
ジ
の
英
語
読
み
を
平
仮
名
に
し
た
も

の
で
、
公
募
に
よ
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

木
造
平
屋
の
復
興
交
流
館
は
、
断
熱
効

果
に
優
れ
て
い
る
縦
ロ
グ
工
法
で
建
築
さ

れ
、
県
産
の
杉
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
に
加
え
、
梁（
は
り
）な
ど
に

は
解
体
さ
れ
た
村
内
の
築
二
〇
〇
年
以
上

の
古
民
家
「
百
ひ
ゃ
っ
こ
く石

の
家
」
の
廃
材
が
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
復
興
交
流
館
の

整
備
に
当
た
っ
て
は
、
住
民
や
大
学
生
が

カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ー
ブ
ル
等
の
家
具
を
製
作

し
た
ほ
か
、
農
林
中
金
福
島
支
店
及
び
双

葉
地
方
森
林
組
合
か
ら
は
、
木
製
の
テ
ー

ブ
ル
や
棚
等
の
寄
贈
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
か
ら
は
、「
木
の
香
に
癒
さ
れ

心
が
休
ま
る
。」
と
大
変
好
評
で
あ
り
、

村
か
ら
管
理
運
営
の
委
託
を
受
け
て
い
る

（
一
社
）
葛
尾
む
ら
づ
く
り
公
社
で
は
、

「
多
く
の
方
に
お
出
で
い
た
だ
き
、
交
流

の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

○
お
わ
り
に

　

村
の
公
式
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
し
み
ち
ゃ
ん
」
は
、
村
の
特
産
品
で
あ

る
凍
み
餅
の
よ
う
に
、
何
事
も
諦
め
ず
粘

り
強
い
こ
と
が
長
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
復
興
・
再
生
に
向
け
て
ご
労
苦

が
多
い
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
が
、「
し
み

ち
ゃ
ん
」
に
負
け
ず
、
何
事
に
も
粘
り
強

く
取
り
組
み
、
魅
力
あ
る
む
ら
づ
く
り
が

行
わ
れ
る
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

「君の椅子」に座る「しみちゃん」

「あぜりあ」の内部（木製棚に置か
れた胡蝶蘭「ホープホワイト」）

「あぜりあ」内部

「君の椅子」

「君の椅子」贈呈式
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一
八
六
八
年
の
戊
辰
戦
争
か
ら
一
五
〇

年
を
迎
え
、
縁
の
あ
る
地
域
で
は
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
や
企
画
展
等
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
県
南
農
林
事
務
所
森
林
林
業
部
の

あ
る
棚
倉
町
も
、
当
戦
争
の
最
大
の
山
場

と
な
る
会
津
戦
争
の
前
に
、
新
政
府
軍
か

ら
攻
撃
を
受
け
た
場
所
と
な
っ
て
お
り
、

戊
辰
戦
争
と
は
関
係
の
深
い
地
域
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

棚
倉
町
は
か
つ
て
城
下
町
で
あ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
人
口
約
一
四
、
〇
〇
〇
人
の

規
模
の
わ
り
に
は
全
国
展
開
し
て
い
る

チ
ェ
ー
ン
店
以
外
に
も
、
菓
子
店
、
割
烹
、

寿
司
屋
、
食
堂
、
居
酒
屋
が
多
く
あ
り
ま

す
。「
棚
倉
グ
ル
メ
マ
ッ
プ
」
に
よ
る
と
、

食
堂
五
八
箇
所
、
居
酒
屋
七
六
箇
所
、
お

菓
子
屋
等
十
三
箇
所
の
計
一
四
七
箇
所
と

驚
く
く
ら
い
あ
り
ま
す
。

　

お
菓
子
で
は
、
大
き
な
い
ち
ご
が
ゴ

ロ
ッ
と
入
っ
て
食
べ
応
え
抜
群
な
い
ち
ご

大
福
、
生
地
が
サ
ク
サ
ク
と
し
て
ク
リ
ー

ム
が
た
く
さ
ん
入
っ
た
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム

が
あ
り
、
食
堂
で
は
、
長
崎
ち
ゃ
ん
ぽ
ん

が
お
い
し
い
店
、
ご
飯
や
お
か
ず
が
ボ

リ
ュ
ー
ム
満
点
で
メ
ニ
ュ
ー
の
種
類
も
豊

富
な
お
店
、
昔
な
が
ら
の
あ
っ
さ
り
と
し

た
ラ
ー
メ
ン
と
具
が
ぎ
っ
し
り
と
入
っ
た

自
家
製
餃
子
が
食
べ
ら
れ
る
お
店
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
お
好
み
で
店
が
選
べ
る
充
実

ぶ
り
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、
語
り
尽
く
せ
ぬ
棚
倉
町
の

食
の
魅
力
に
私
自
身
取
り
付
か
れ
、
体
が

一
回
り
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
途
中
に
あ

り
ま
す
が
、
摂
取
カ
ロ
リ
ー
に
も
気
を
つ

け
な
が
ら
、
ま
だ
未
開
拓
の
店
を
回
り
棚

倉
グ
ル
メ
を
こ
れ
か
ら
も
堪
能
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
棚
倉
グ
ル
メ
マ
ッ
プ
は
棚
倉
町

の
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
食
欲

と
味
覚
の
秋
を
迎
え
る
中
、
み
な
さ
ん
も

棚
倉
町
へ
お
出
か
け
に
な
っ
て
美
味
し
い
、

お
気
に
入
り
の
お
店
を
探
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

六
月
の
原
木
市
場
へ
の
入
荷
状
況
は
、
前
月
比
八
㌫
減
（
前
年
比
九
㌫
減
）
の

二
二
、
六
〇
一
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

販
売
量
は
、
前
月
比
六
㌫
減
（
前
年
比
七
㌫
減
）
の
二
二
、
九
三
三
立
方
㍍
と

な
っ
て
い
る
。

　

七
月
の
価
格
は
保
合
い
と
な
っ
て
い
る
。

棚
倉
グ
ル
メ
！
　
食
の
追
求三　

瓶　

裕　

生

県
南
農
林
事
務
所

素材の価格〈工場着価格〉（７月15日現在）
（単位：㎥当り千円）

区　分
形　　量

材質 樹 種
会　津　共　販 い　　わ　　き

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一
般
用
材

12以下

4.00

並 カラマツ （ 0～ 0） 7 （ 6～ 9） 0

13～14 並 カラマツ 7 （ 7～ 7） 0 8（ 7～ 8） 0

16以上 並 カラマツ 14 （14～14） 0 10 （ 9～11） 0

区　分
形　　量

材質 樹 種
中 通 り 地 方 会　津　地　方 浜 通 り 地 方 県　　平　　均

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一　
　

般　
　

用　
　

材

小
5～9

4.00
並

スギ
9（ 8～10） 0 （ 0～ 0） 8（ 8～ 9） 0 9（ 8～10） 0

10～14 並 12（12～12） 0 （ 0～ 0） 11（11～11） 0 12（11～12） 0

中

14～22

3.00
並 スギ 12（11～14） 0 11（11～11） 0 12（12～12） 0 12（11～14） 0

並 ヒノキ 19（16～22） 0 15（15～15） 0 16（16～16） 1 17（15～22） 0

6.00
並 スギ 16（15～17） 0 11（10～12） 0 16（16～16） 0 15（10～17） 0

並 ヒノキ 30（25～35） 0 （ 0～ 0） 21（18～24） 0 25（18～35） 0

20～28

3.65 並
スギ

11（11～12） △1 11（10～12） 1 12（11～12） 0 11（10～12） 0

4.00 並 11（11～12） △1 12（12～12） 0 12（11～12） 1 12（11～12） 0

4.00 並
アカマツ

9（ 7～11） 0 （ 0～ 0） 9（ 9～ 9） 0 9（ 7～11） 0

1.80 並 8（ 5～10） 0 （ 0～ 0） 7（ 6～ 8） 0 7（ 5～10） 0

外　
　
　

材

米
材（
定
尺
）

30以上 10.00
並 米ツガ （ 0～ 0） （ 0～ 0） 29（29～30） 0 29（29～30） 0

並 米マツ （ 0～ 0） 34（34～34） 0 29（28～29） 0 30（28～34） 0
北
洋
材（
定
尺
）

28以下

3.80 並 エゾマツ （ 0～ 0） （ 0～ 0） 27（25～28） 0 27（25～28） 0

4.00
並 アカマツ （ 0～ 0） （ 0～ 0） 25（25～25） 0 25（25～25） 0

並 カラマツ （ 0～ 0） （ 0～ 0） 26（25～27） 0 26（25～27） 0

パルプ
用材

並 マツ 7（ 7～ 7） 0 （ 0～ 0） 6（ 5～ 6） 0 6（ 5～ 7） 0

並 広葉樹 9（ 9～ 9） 0 （ 0～ 0） 6（ 6～ 6） 0 8（ 6～ 9） 0

注）１．前月差の△印は値下りを示す。
　　２．（　）内は各地域の価格幅、（　）外は各

地域の平均的価格を示す。
　　３．一般用材カラマツは工場着価格ではなく、

福島県森林組合連合会の会津共販所・い
わき木材流通センターの素材市売価格を
示す。

　　４．各地域の価格について、異常値が生じた
場合には県平均算出から除く場合がある。
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お知らせコーナー

福

島

県

福
島
県
内
四
森
林
管
理
署

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会

福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合

ふ
く
し
ま
緑
の
森
づ
く
り
公
社

森
林
研
究
・
整
備
機
構
福
島
水
源
林
整
備
事
務
所

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

（
福
島
市
中
町
五
番
一
八
号
県
林
業
会
館
内
）

水

戸

典

明

陽

光

社

印

刷

株

式

会

社

　
　
　
　
　
　
（
定
価　

一
〇
八
円
）

編　

集

発　

行

発
行
人

俳
　
句

表紙の写真
　

毎
週
木
曜
日
、
午
後
七
時
か
ら
放
送
「
プ
レ
バ
ト
!!
」
の
俳
句
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
に
な
っ

た
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
か
？
俳
人
夏
井
い
つ
き
先
生
の
添
削
は
、
辛
口
な
が
ら
、
常
に
言
葉

の
表
現
が
的
を
射
て
る
。
た
だ
の
十
七
文
字
の
か
た
ま
り
に
、
直
し
が
入
る
と
、
日
常
の
背

景
や
映
像
、
情
景
ま
で
が
ふ
っ
と
浮
か
ん
で
く
る
。
特
に
単
語
ひ
と
つ
で
激
変
す
る
直
し
は
、

見
事
で
あ
る
。
一
瞬
に
し
て
心
を
つ
か
ま
れ
る
。
が
、
私
の
よ
う
に
才
能
な
し
の
凡
人
に
は
、

さ
れ
ど
十
七
文
字
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
俳
句
は
な
ぜ
十
七
文
字
な
の
だ
ろ
う
か
。
俳
句
は
音
律
を
楽
し
む
も
の
で
あ
り
、

五
七
五
の
調
べ
が
心
地
よ
い
の
だ
と
い
う
。
調
べ
に
よ
る
と
日
本
人
は
、
奇
数
を
好
む
。
一

は
、
ひ
と
つ
で
は
な
く
た
だ
一
つ
（
唯
一
）。
一
年
も
一
月
一
日
に
始
ま
り
、
五
節
句
も
全

て
奇
数
日
。
そ
の
他
に
も
日
本
三
景
、
御
三
家
、
三
大
名
物
等
々
。
短
歌
も
五
七
五
七
七
、

手
締
め
も
三
三
七
拍
子
で
あ
り
、
年
忌
法
要
も
然
り
で
あ
る
。「
日
本
人
は
、
割
り
切
れ
な

い
絶
対
的
な
世
界
を
目
指
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
」
と
「
奇
数
の
文
化
と
偶
数
の
文
化
」
に

は
書
か
れ
て
い
る
。
一
方
、
モ
ー
ゼ
の
十
戒
、
キ
リ
ス
ト
の
弟
子
は
十
二
使
徒
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
は
四
年
に
一
度
等
々
、
欧
米
諸
国
で
は
、
な
る
ほ
ど
、
ち
ょ
う
ど
し
た
安
定
が
好
ま

れ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

　

ま
た
、
俳
句
に
は
、
季
語
が
は
い
る
。
こ
の
季
語
が
入
る
こ
と
で
、
お
互
い
共
通
認
識
を

も
つ
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
残
り
に
は
厳
選
さ
れ
た
情
報
が
埋
め
ら
れ
て
い
く
。
俳
句

は
、
情
報
過
多
の
時
代
に
、
日
本
の
美
し
い
季
節

と
言
葉
の
妙
を
再
認
識
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
夏
井
先
生
曰
く
「
俳
句
を
詠
む
と

き
に
は
、
季
語
が
五
文
字
、
残
り
十
二
文
字
を
埋

め
れ
ば
い
い
」
と
。
実
に
シ
ン
プ
ル
だ
。

　
「
秋
深
し
…
」
指
を
お
り
な
が
ら
、
十
七
文
字

を
埋
め
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。（
都
）

はなしの
ひろば

「緑風たなびく」
第32回ふくしま緑の写真コンクール
金賞
受賞者　遠藤清作さん（いわき市）
撮影場所：北塩原村

１　日　時　10月20日（土）10：00～16：00　10月21日（日）９：30～15：30
２　場　所　郡山市安積町「福島県林業研究センター」
３　主なプログラム
　⑴　体験型プログラム…森のオークション、ツリークライミング、

木工体験、スタンプラリー、平成30年度福島県チェンソー選手権、
ミニにな☆コレin林業祭、木を使ったゲーム「クッブ」　など

　⑵　見学型プログラム…森のコンサート、模擬上棟式と餅まき、チェ
ンソーアート、森の昔話、林業担い手の主張、編み組細工展示・
体験　など

　⑶　ブース型プログラム…全国植樹祭・全国林業後継者大会の実績
展示・PR、林政に関する展示・PR、森林林業関係物品の展示・販売、飲食ブース　など

４　併催行事
　⑴　森林・林業フォーラム　①日　時　10月20日（土）13：30～　
　　　　　　　　　　　　　　②場　所　郡山市「ホテルバーデン」
　　　　　　　　　　　　　　③講　演　林業アーティスト　鳥居　由佳 氏
　⑵　福島県きのこまつり（きのこ品評会、品評会出品物の展示・販売）
　⑶　森林の仕事ミニガイダンス
５　その他
　⑴　開会式（20日（土）10：00～）参加者（先着200名）に、大瓶なめたけプレゼント
　⑵　21日（日）来場者（先着200名）に、第69回全国植樹祭ロゴ入りバックプレゼント
６　お問い合わせ先　福島県林業振興課（TEL 024－521－7426）

第43回福島県林業祭を開催します
　福島県林業祭を次のとおり開催します。
　森林・林業・木材産業の魅力等を感じていただける楽しいプログラムとなっていますので、多くの
県民の皆様のご来場をお待ちしています。

夏
井
い
つ
き
先
生
講
演
会

　

10
月
31
日
㈬　

午
後
３
時

　

於
）
福
島
市　

エ
ル
テ
ィ

　
「
言
葉
を
育
て
る　

心
を
育
て
る
」

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
県
造
園
協
会

　
（
０
２
４
︱
５
９
３
︱
０
０
３
９
）ま
で



山火事で受けた
損害

《ご相談・お申し込みは》
◆福島県森林組合連合会
　TEL024-523-0255㈹
　または最寄りの森林組合

《保険の対象となる森林》
　竹林や人手の全く入らない天然林を
除き、面積が0.01ha以上であれば、
樹種、林齢に加入制限はありません。

備えのパートナー  森林保険
こんな災害からあなたの山を守ります。

火災1
暴風による根返
り、幹折れなどの
損害

風害2
豪雨、洪水による
埋没、水没、流失
などの損害

水害3

凍結、寒風などに
よる枯死などの損
害

凍害6
潮風、潮水浸水な
どによる枯死など
の損害

潮害7
火山噴火による焼
損、幹折れ、埋没、
根返りなどの損害

噴火災8

大量の積雪によ
る幹折れ、根返り
などの損害

雪害4
乾燥による枯死な
どの損害

干害5

傾斜地に対応した全旋回チルトプロセッサ
・最大38度のチルト機能により傾斜地での作業性が大幅に向上

・全旋回ローテータにより油圧ホースが絡む心配不要

・サイドカッター解除機能により曲がり材に対応

・大容量油圧システムと強化型送りモータによるパワフルな送材

www.iwafuji.co.jp

（ 北関東支店） 福島県郡山市八山田5-314
TEL 024-973-5166 FAX 024-973-5168

（ 本社・工場 ） 岩手県奥州市水沢字桜屋敷西5-1
（ 支 店 ） 札幌･東北･北関東･関東･中部・関西･九州

For the future with forest

GP-35Bグラップルプロセッサ

最新のGP‐8コントローラを搭載
・5.7インチカラー液晶ディスプレイによる多彩な

情報表示

・感圧式タッチパネル採用により操作性が向上

・A,B,C,Dの4コード毎に4種類、合計16種類の測

長設定値

・樹種を4種類登録でき、個別に材長調整値の

設定が可能

新開発のスタッドローラ(オプション)
・鉄輪の全周に装着された無数の

スタッド（鋲）が材を強力に捉え、

送りモータのトルクを伝えます。

・特殊形状のスタッドを一体化した

シンプルな構造で、メンテナンス

イワフジのGPシリーズ



監　
　
　

修　
福
島
県
農
林
水
産
部　
　

発
行
所　
公
益
社
団
法
人
福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

編
集
発
行
人　
水
戸　

典
明　
　
　
　
　

福
島
市
中
町
五
番
十
八
号　

県
林
業
会
館
内

定
価
一
〇
八
円

年
間
購
読
料
一
、九
〇
〇
円
（
税
・
送
料
込
）

林
業
福
島
十
月
号 
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人と共に　緑と共に

うねめ
林業機械

人と共に　緑と共に
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For Professional

For Professional

GZ3950EZ
GZ4350EZ

BCZ275GW-DC ZHM1550RR SR3100

刈幅：1500mm 出力 : 27.5kW 破砕径：200mm 出力 : 18.4kW

排気量 25.4cc

排気量 39.1cc

排気量 43.1cc

ハスクバーナ・ゼノア㈱ 福島県代理店

㈲ うねめ林業機械㈲ うねめ林業機械
TEL(024)952-2657 ・ FAX(024)951-7775 〒963-0211 郡山市片平町字薪蟻塚 108-1

For Professional

BCZ275GW-DC

郡山市片平町字新蟻塚


